
リチウムイオンリチウムイオン電池電池
適正処理適正処理のためにのために
必要必要なな知識知識とはとは

リチウムイオン電池使用製品例

知知られていないられていない多彩多彩なな使用用途使用用途

リチウムイオン電池はその利便性から多種多様な使用方法

がある。解体工事施工現場で全てのリチウムイオン電池製品

を取り外すために必要なのは「どんな機器類等に使用されて

いるか」を把握することが重要となる。下記にその一例を記載

する。（主に解体工事現場発生製品）

ゴミゴミ収集運搬車収集運搬車のの爆発、処理施設爆発、処理施設でのでの火災火災などなど
度々報道度々報道されているされている通通りり最大最大のの危険危険とは「とは「火災」原火災」原
因因となることである。となることである。
そのその利便性故利便性故にに今後今後ますますますます利用範囲利用範囲はは拡大拡大してして
いくこととなるが、そのいくこととなるが、その適正処理適正処理のの周知徹底周知徹底はは同様同様
にに広広めていくことがめていくことが必須必須となる。となる。

解体工事解体工事におけるにおける残置物残置物のの取取りり扱扱いにもいにも注意注意がが必要必要

だ。だ。解体業者解体業者はは往々往々にしてにして残置物残置物をを産業廃棄物産業廃棄物としとし

てて処理処理してして欲欲しいとのしいとの依頼依頼をを受受けることがあるが、そのけることがあるが、その

際際にに残置物残置物のの中中ににリチウムイオンリチウムイオン電池等電池等のの混入混入ははNGでで

あるある事事をを発注者側発注者側にに伝達伝達し、し、徹底徹底してして実行実行してもらうしてもらう

事事がが重要重要であるである

リチウムイオンリチウムイオン電池電池のの危険性危険性

残置物残置物のの取取りり扱扱いにもいにも注意注意がが必要必要

適正処理適正処理ルートルートとはとは

産業廃棄物産業廃棄物としてのとしての取取りり扱扱いい品目品目は「は「金属金属くず・くず・汚泥」汚泥」

更更にそのにその電池電池をを覆覆ううケースケースなどのなどの形状形状から「から「廃廃プラスチックプラスチック

類」類」などがなどが加味加味されることでされることで取取りり扱扱いいルートルートがが変動変動するのでするので

運搬処理業者運搬処理業者とのとの詳細打合詳細打合せがせが必要必要となる。またとなる。また搬出搬出すす

るる際際もも絶縁体絶縁体のの断線等断線等のの処理処理がが必要必要であったり、であったり、専用専用のの

容器容器でで密封密封したした状態状態にしなければいけないものがある。にしなければいけないものがある。

また、また、小型小型リチウムイオンリチウムイオン電池等電池等のの取扱取扱いについてはいについては各行各行

政政でで違違いがあるのでいがあるので現場現場ごとのごとの確認確認がが必要必要となる。となる。

火災警報器、火災警報器、キュービクルキュービクル
各種各種バッテリー、バッテリー、作業灯作業灯
作業作業LEDLEDライト、ライト、携帯充電器携帯充電器
スピーカー、スピーカー、電動工具電動工具
電動電動ポンプ、ポンプ、道路表示灯道路表示灯
トランシーバー、トランシーバー、発電機発電機
表示灯、防犯警報装置表示灯、防犯警報装置
防犯防犯カメラ、カメラ、誘導灯誘導灯

放送用器具放送用器具
パチンコパチンコ機器機器ののサンドサンド

そのその他日常製品他日常製品にに多数使用多数使用

注意点注意点
電源電源コンセントコンセント未接続未接続でで光源光源
音源音源があるものはがあるものは使用確率使用確率がが

高高いい
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